
回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

回って跳ねて元気に踊り、

愛嬌を振りまく園児たち

この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜この衣装似合うかなぁ〜

平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）
平成21年（2009）
平成22年（2010）

No494No494No494No494No494No494No494No494No494No494No494No494No494No494No494No494No49412～112～112～112～112～112～112～112～112～112～112～112～112～112～112～112～112～1
http://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jphttp://www.vill.shimamaki.hokkaido.jp



２

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
初

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
村
政
の
推
進
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
村
民
生
活
の
安
定
と
村
の
将

来
の
発
展
を
目
指
し
、
村
議
会
並
び
に

村
民
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
〝
ふ
る
さ
と
島
牧
〞
の

明
日
を
築
く
た
め
、
各
種
施
策
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
陰
を
も
ち
ま

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
一
定
の
成

果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
「
小
さ
く
と

も
キ
ラ
リ
と
光
る
村
づ
く
り
」
が
着
実

に
歩
ん
で
お
り
ま
す
こ
と
、
あ
ら
た
め

て
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
、
わ
が
国
で
は
、
政
権

交
代
と
い
う
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま

村
　
長

藤
　
澤
　
　
　
克

し
た
。
政
権
を
担
う
人
々
が
代
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
変

わ
り
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
域

住
民
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
あ
り
ま

す
地
方
自
治
体
が
、
自
ら
の
選
択
と
責

任
で
物
事
を
決
定
し
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
、
地
方
分
権
改
革
も
「
地
域
主
権
」

と
し
て
大
き
く
進
む
様
相
を
呈
し
て
お

り
、
今
後
　
ど
の
よ
う
な
変
革
の
波
が

押
し
寄
せ
る
の
か
見
守
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
経
済
は
、
平
成
二
十
年

後
半
以
降
の
「
悪
化
」
の
状
態
か
ら
、

幾
分
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
は
あ

り
ま
す
が
、
失
業
率
が
過
去
最
高
の
水

準
に
あ
り
、
経
済
情
勢
は
未
だ
に
回
復

へ
の
出
口
を
見
出
せ
な
い
で
い
る
か
の

状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
本
村
で
は
、「
豊
か
な
自
然
と

人
の
温
も
り
を
育
む
村
」
の
姿
を
目
指

す
「
第
四
次
島
牧
村
総
合
計
画
」
が
ス

タ
ー
ト
し
た
年
で
あ
り
、
地
域
情
報
通

信
基
盤
施
設
（
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
、

４
月
か
ら
本
格
的
に
供
用
開
始
し
全
村

で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
う
し
お
通
信
は
Ｉ
Ｐ
告
知

放
送
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
村
か
ら

の
お
知
ら
せ
な
ど
各
種
の
情
報
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

生
活
環
境
対
策
と
致
し
ま
し
て
は
、

日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水

道
施
設
の
強
化
の
た
め
本
目
導
水
管
布

設
替
整
備
事
業
を
実
施
し
、
飲
料
水
の

安
定
供
給
を
確
保
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
島
牧
の
明
日
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
予
防
接
種
の
無
料
化
な
ど
を
少
子

化
対
策
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
産
業
振
興
施
策
、
教
育

施
策
、
高
齢
者
施
策
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
も
「
豊
か
な
自
然
と
人
の
温
も
り
を

育
む
村
」
つ
く
り
を
目
指
し
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。少

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
み
自

主
財
源
に
も
乏
し
い
本
村
に
お
き
ま
し

て
、
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
減
少
が
続

く
中
、
村
政
を
運
営
す
る
こ
と
は
大
変

厳
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村

民
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
貴
重
な

ご
意
見
・
ご
提
案
な
ど
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
よ
り
一
層
の
経
費
節
減
に
努
め

な
が
ら
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
、

決
意
も
新
た
に
皆
様
の
た
め
誠
心
誠
意

邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
村
政
運
営
に
職
員
と
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

尚
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

謹

賀
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
素
晴
ら
し
い
寅
年
の
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本

年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
く
、
希
望

に
満
ち
た
一
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
、
金
融
危
機
、
経
済
不
況
が

全
世
界
に
広
が
り
、
日
本
で
も
深
刻
な

雇
用
不
安
を
伴
う
経
済
の
低
迷
の
年
で

し
た
。

本
村
に
お
け
る
基
幹
産
業
の
漁
業
で

は
、
日
本
海
の
磯
焼
け
現
象
、
中
国
沿

岸
で
発
生
し
日
本
海
を
北
上
し
て
来
る

大
量
の
エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
の
出
現
な
ど
、

海
の
環
境
は
変
化
し
、
そ
の
影
響
か
、

漁
獲
量
は
減
少
し
、
漁
家
所
得
は
大
幅

に
下
が
り
ま
し
た
。

農
業
に
お
い
て
は
、
天
候
不
順
の
た

め
全
道
的
に
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
村
内
の
水
稲
は
１
週
間
か
ら
２
週

間
の
遅
れ
、
収
穫
量
で
は
ほ
ぼ
平
年
並

み
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
公
共
事
業
の
見
直
し
・
削
減

に
よ
り
地
域
の
経
済
は
更
に
疲
幣
し
、

建
設
業
を
含
め
た
村
内
商
工
業
者
は
大

変
厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
新

た
な
展
望
を
見
出
す
こ
と
が
難
し
く
、

引
き
続
き
厳
し
い
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
昨
年
３
月
末
で
完
成

し
た
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に

よ
り
、
村
内
に
光
ケ
ー
ブ
ル
が
整
備
さ

れ
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
、
災

害
情
報
の
提
供
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
信
な
ど
の
利
用
が
可
能
に
な
り
、

都
市
部
と
の
情
報
格
差
が
是
正
さ
れ
、

住
民
生
活
は
も
と
よ
り
各
種
産
業
振
興

に
も
寄
与
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
可
能
性
を
最

大
限
に
活
か
し
、
医
療
や
福
祉
の
向
上

に
も
繋
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。昨

年
は
選
挙
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

国
民
の
皆
様
が
自
ら
政
治
の
進
路
を
選

び
、
自
民
党
政
治
か
ら
民
主
党
政
治
へ

と
政
権
が
交
代
し
ま
し
た
。
そ
し
て
私

自
身
、
昨
秋
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

に
よ
り
島
牧
村
議
会
議
長
に
就
任
し
、

３
カ
月
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
選

ば
れ
た
と
き
の
感
激
と
緊
張
を
今
後
も

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
、
日
々
原
点
に

立
ち
返
り
議
会
の
あ
り
方
を
模
索
し
て

い
ま
す
。

地
域
主
権
を
掲
げ
る
新
政
権
は
、
一

括
交
付
金
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
の

法
制
化
な
ど
地
方
分
権
の
具
体
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
が
、
地
方
の
現
状
は
、

地
域
間
や
産
業
間
を
は
じ
め
、
自
治
体

が
本
来
行
う
べ
き
医
療
、
福
祉
、
教
育
、

社
会
資
本
整
備
な
ど
、
直
接
日
々
の
生

活
の
安
全
・
安
心
に
繋
が
る
分
野
ま
で

格
差
が
広
が
り
、
村
政
に
お
い
て
も
抱

え
る
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
現
状
に
直
面
し
て
立
ち
止
ま
る
の
で

は
な
く
、
生
き
活
き
と
し
た
政
策
で
素

晴
ら
し
い
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

島
牧
村
議
会
は
、
皆
様
に
身
近
で
分

り
や
す
い
議
論
を
展
開
し
、
活
発
な
議

会
活
動
を
通
じ
て
、
議
会
の
新
た
な
可

能
性
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
是
非
、
皆
様
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
明
る
い
未

来
の
窓
を
、
村
民
み
ん
な
で
開
け
ま
し

ょ
う
。

今
後
と
も
、
議
会
活
動
に
ご
理
解
、

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
会
議
長
　

佐
　
藤
　
伴
　
則

新

年
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船主の人命を救う

渡邊さん
鈴木さん

鈴木さん 渡邊さん

今
年
の
功
労
表
彰
者

善 行 賞

村内で功績のあった人や団体を対象にした、平成21年度

の島牧村功労者表彰式が11月3日、文化の日に役場で行われ

ました。

今年の受賞者は、善行賞の渡邊房男さんと鈴木昭冶さんの

２人に表彰状と記念品を贈り功績を讃えました。

代表して、鈴木昭冶さんが「功労者の栄誉ある表彰をいた

だき、感謝にたえません。住みよい島牧村発展のため微力で

すが、さらに一層の努力をいたします」と謝辞を述べました。

平
成
20
年
10
月
６
日
、
第
一
栄
浜
で
磯
舟
が

岩
に
接
触
し
て
転
覆
し
、
救
助
を
求
め
る
声
を

聞
き
つ
け
た
二
人
が
現
場
へ
急
行
。

自
ら
の
危
険
も
省
み
ず
人
命
救
助
に
当
た
ら

れ
、
迅
速
か
つ
的
確
な
処
置
に
よ
り
漁
業
者
を

無
事
に
救
出
し
た
行
為
は
地
域
社
会
に
お
け
る

模
範
で
あ
る
と
と
も
に
、
顕
著
な
る
功
績
か
つ

他
の
模
範
と
な
る
も
の
で
す
。

二人の事績
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長尾文裕さんが11月30日、町村監

査委員の功績が評価され全国町村監

査委員協議会から表彰されました。

長尾さんは７年７ケ月にわたり島

牧村監査委員として従事し、地方自

治の振興発展に貢献されています。

木村弘司さんは、永豊第３納税貯蓄

組合長として昭和61年１月から20年以

上にわたり従事し、納期内完納の推進

へ多大に貢献されました。

また、納税思想の普及向上にも努め

るなど功績は誠に大きく、他の模範と

なっており、この度、南後志地区納税

貯蓄組合連合会長から表彰されました。

長
尾
さ
ん
を

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
が
表
彰

木
村
さ
ん
納
期
内
完
納
に
功
績

南
後
志
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰

「協働した村づくり」を呼びかけ
明るく住みよい島牧を築くために…むらづくり懇談会開催

新年度の予算要求を前に、むらづくり懇談会を

10月28日から11月26日まで各地区で開催したと

ころ、52人の参加がありました。

開催に先立ち、村長が経済対策の定額給付金や

臨時交付金、交付税、総合計画などの状況を説明

した後に懇談会に入りました。

懇談会は、村民のみなさんからご意見をいただ

きながら住民と行政が一体となって協働で住みよ

い村づくりを進めるものです。皆さん方からの意

見などは各課で検討し、むらづくりに生かされま

す。

懇談会に参加いただき貴重なご意見など、ご協

力ありがとうございました。

多数の意見などが出された本目地区の懇談会



６

堀井学さんスケート人生を語る

オリンピックメダリストの堀井学さんを講師に

招き、「限界への挑戦・夢を持つことのすばらし

さ」と題して　むらづくり、人づくり講演会が11

月19日、ふれあい交流センター「おあしす」で開

催されました。

住民約50人が駆けつけ、スケート一筋に歩み通

した堀井さんの人生経験に熱心に耳を傾けていま

した。

歩こう会が10月10日に行われ、泊河鹿湯温泉

をスタートし、生きがいセンターまでの約５キ

ロに15人が参加して全員が歩き通しました。

この日は秋晴れの天候に恵まれ、歩こう会に

は最高の日となりました。色づき始めた野山を

眺めながら自分のペースで歩き、心地よい汗を

流していました。

紅葉も天候も最高

寿都人権擁護委員協議会では、「人権の花」運

動を通じて子供たちに花を育てもらい、「人権尊

重の心を育てる」活動を実施しています。

島牧小学校では春から花を植え、水を与えて

大切に育てるともに、命の大切さや思いやりの

心を育んできました。活動に対して島牧小学校

へ感謝状を11月18日、進呈しました。

人権の花運動で小学校へ感謝状

成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内
日　時 １月10日　午後１時　

場　所 ふれあい交流センター「おあしす」

対象者は、平成元年4月2日から平成２年4月1日ま

でに生まれた方です。（敬称略）

（歌島地区） 天満　拓己

（本目地区） 澁谷　宏子　高谷　新菜　高橋　孝太

齋藤　達仁

（港地区) 大森　大介　

（豊浜地区) 桃井　　平　桃井　達弥　

（泊地区） 永井　鏡命　渡辺　彩香　佐藤　雄輝

目時　樹里　目時　真夢　川岸　　健

小山　諒太

（江ノ島地区）後藤　彩佳　後藤　旭彦

（元町地区） 下山　欣孝　石塚志乃芙

（原歌地区) 小川　文央



子供
たち

の

絵
習字 作文

７

尾
形
ト
キ
さ
ん
︵
字
泊
　
大
正
10
年
10
月
11
日
生
︶、
佐
藤
昇
一
さ
ん
︵
字
元

町
　
大
正
10
年
10
月
14
日
生
︶、
蟻
波
義
弘
さ
ん
︵
字
千
走
　
大
正
10
年
12
月
７

日
︶
の
三
人
が
米
寿
︵
88
歳
︶
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
米
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

お
祝
い
と
し
て
村
か
ら
長
寿
者
慶
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
趣
味

や
楽
し
み
を
生
か
し
な
が
ら
健
康
に
留
意
さ
れ
、
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。佐藤　昇一さん蟻波　義弘さん

尾形　トキさん

５
年
　
中
山
　
涼
未

５
年
　
伊
藤
　
妃
菜

４
年
　
河
崎
　
結
奈

４
年
　
山
田
　
静
葵

５
年
　
成
田
　
幸
也



８

IP電話使用方法の願い

6人が全道大会へ進出
バドミントンの成績（敬称略）

柔
道
大
会
で
大
活
躍
︵
敬
称
略
︶

光ネットワークのIP電話（村内の通話無料）を４

月から利用いただいていますが、機器の機能によっ

て一部事業所でIP電話を利用できません。「８」番を

つけないでダイヤルしてください。

また、村内の一般住宅へIP電話をかけて通じない

場合は、機器の故障などが考えられますので、企画

情報課へ問い合わせてください。

なお、110・119番に電話する場合は、「８」番を

つけないで、そのまま110・119にかけてください。

全後志小学生大会（11月15日：ニセコ町）

シングルス　

５年男子の部　準優勝　中山　幸次　

６年女子の部　３　位　佐々木萌果

ダブルス（共和町とのペアー）

６年男子の部　３　位　中山　幸次　

後志中学校新人戦（11月１日：余市町）

シングルス

男子の部　優　勝　石川　登哉

女子の部　準優勝　桃井　千佳

ダブルス

男子の部　優　勝　中山　喬由・和田　飛来

後列左から石川、中山（喬）、和田、桃井
前列　〃　佐々木、中山（幸）

後列左から阿部（力）、阿部（啓）、佐藤
前列　〃　藤井（甚）、藤井（廉）、藤田

テレビが映らない・放送が聞こえない

時…バッテリーのコンセントプラグを抜

いて再度差し込んでください。また、他

の機器（掃除機やポットなど）のコンセ

ントプラグを差し込んでの使用はできま

せん。（装置の故障の原因になります）

IP電話の利用できない事業所
（ビジネスホンなど複数の電話機使用の場合）

役場・診療所・総合福祉医療センター・教

育委員会・小学校・中学校・消防支署・商

工会・漁業協同組合・島牧郵便局・本目郵

便局・北海信用金庫・後藤運輸・島牧開発

㈱・高島自動車工業㈲
地デジテレビ・チューナー利用状況に
関するアンケートを１月に実施します
ので、ご協力をお願いします。

全
後
志
少
年
柔
道
大
会
︵
11
月
15
日：

蘭
越
町
︶

男
子
３
年
生
の
部
　
　
優
　
勝
　
藤
井
　
甚
平

〃

４
年
生
の
部
　
　
３
　
位
　
藤
井
廉
太
郎

女
子
５
・
６
年
の
部
　
準
優
勝
　
藤
田
　
和
香

後
志
中
学
校
新
人
戦
︵
11
月
15
日：

蘭
越
町
︶

65
kg
級
　
準
優
勝
　
阿
部
　
啓
二

団
体
戦
　
３
　
位
　
阿
部
　
啓
二
・
佐
藤
　
史
脩

阿
部
　
力
哉



みんなの

９

よ
く
噛
ん
で
ダ
イ
エ
ッ
ト

ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
と
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

そ
れ
は
、
よ
く
噛
む
と
血
糖
値
が
上
が
っ
て
満
腹
中
枢
が
早
め
に
刺
激
さ
れ
、
食

べ
す
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
す
。
さ
ら
に
良
く
噛
む
こ
と
で
食
後
の
体
温

上
昇
が
高
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
が
活
発
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
食
育
や
健
康
的
な
生
活
を
目
指
す
と
い
う
観
点
か
ら
、﹁
噛
ミ

ン
グ
30
︵
カ
ミ
ン
グ
サ
ン
マ
ル
︶﹂
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
作
り
、
１
口
30
回

噛
む
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

忙
し
い
毎
日
、
あ
わ
た
だ
し
く
食
事
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
今
日
か
ら
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
む
こ
と
を
意
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

≪しっかりよく噛むコツ≫
１．野菜や海草・こんにゃく・きのこなど、噛み応えがあ

りカロリーも低い食材を取り入れましょう。

２．どんな食品でも、普段より大きめに切ることで、噛み

応えを増やすことができます。

３．食事中の水分は、口の中の食べ物がなくなってから飲

むようにしましょう。

※急に噛む回数を増やすと顎
あご

に負担がかかり、顎がだるく

なったり口が開けにくくなることがあります。噛む回数

は、無理せず少しずつ増やしてみましょう。

東
京
で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
19
歳
の
子
供
が

高
額
の
商
品
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
が
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

民
法
と
い
う
法
律
に
よ
る
と
、
未
成
年

者
が
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
を
す
る
場
合

に
は
、
原
則
と
し
て
法
定
代
理
人
︵
親
権

者
で
あ
る
親
︶
の
同
意
が
必
要
で
、
同
意

が
な
い
場
合
に
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

未
成
年
者
に
は
、
ま
だ
契
約
な
ど
の
法

律
行
為
を
す
る
た
め
の
判
断
能
力
が
十
分

に
備
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
誤
っ
て
契
約

な
ど
を
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
、
保

護
す
る
必
要
性
が
高
い
か
ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
19
歳
の
子
供
が
し
た
契

約
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
、
商
品
を
返

還
し
、
支
払
っ
た
代
金
の
返
還
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
た
と
え
20
歳
未
満
で
あ
っ
て

も
、
結
婚
を
す
る
と
成
年
に
達
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
19
歳
で
あ
る
と

い
う
理
由
で
は
契
約
を
取
り
消
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
未
成
年
者
が
自
分
で
成
年
で
あ

る
と
偽
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
契
約
を
取

り
消
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

倶
知
安
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

弁
護
士
　
岡
室
　
恭
輔

答
え
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歩行型除雪機による
事故を防ごう

毎年、冬のシーズンになると除雪機による

事故が多発しています。除雪機を使う際には、

次の点に注意して操作しましょう。

○ 雪詰まりを取り除くときは、必ずエンジ

ンを停止し、回転部（オーガ・ブロワ）が

完全に停止してから雪かき棒を使って行い

ましょう。

○ 発進するときは転倒したり、挟まれない

よう、足もとや後方の障害物に十分注意し

ましょう。

○ 除雪作業中は、雪を飛ばす方向に人や車、

建物がないことを確認しましょう。また、

除雪機の回りには絶対に人を近づけないよ

うにしましょう。

除
排
雪
作
業
で
一
番
厄
介
な
の
が
路
上
駐
車
で
す
。
狭
い

道
路
な
ど
で
は
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
、
非
常
に
危
険

で
す
。
ま
た
、
作
業
が
遅
れ
て
結
果
的
に
み
な
さ
ん
に
迷
惑

が
か
か
り
ま
す
。

低
い
塀
や
樹
木
な
ど
は
雪
に
埋
も
れ
見
え
ま
せ
ん
。
赤
布

な
ど
目
立
つ
印
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
障

害
物
な
ど
を
路
上
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
後
に
残
る
玄
関
先
の
雪
は
、
再
び
車
道
に
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
交
通
障
害
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
自
で
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

除
排
雪
作
業
は
十
分
注
意
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
除
雪

車
に
出
会
っ
た
と
き
は
、
安
全
な
距
離
を
保
ち
、
絶
対
に
近

寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
特
に
、
子
ど
も
を
近
づ
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う慶

弔
や
特
別
行
事
で
除
雪
が
必
要
な

と
き
は
、
施
設
課
土
木
係
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

本格的な降雪の時期です。除排雪作業

をスムーズに行うために、皆さんのご協

力をお願いします。

ご協力を
除排雪作業に

水道凍結にご注意!!

気温がマイナス4℃以下になると、水

道管が凍って水が出なくなったり、破裂

したりする凍結事故が増加します。

気象状況に注意し、外出の際や寝る前には水道の水抜

きを忘れずに行いましょう。

水抜きを忘れずに

１．蛇口を開いて水を出し、元栓を閉めます。

２．蛇口は朝まで開いたままの状態にしておいてくださ

い。

万一、水道管が凍って水が出ないときは、蛇口から

床面まで雑巾かタオルを巻き熱湯をかけましょう。

15分くらい放置しておくと水が出ます。

いくら熱湯をかけても水が出ない場合は、蛇口を無

理に回したりせず、施設課水道係まで連絡してくだ

さい。

道
道
の
除
雪
、
夜
間
は
し
て
い
ま
せ
ん

路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い

車
道
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
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社会保険庁が廃止され、新たに日本年金機構ができました。

国民の皆さんの信頼に応え、一層のサービス向上の実現を

目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し日本年金機構とし

て生まれ変わります。

現在の小樽社会保険事務所は、新たに小樽年金事務所と名

称が変わりますが、年金相談などの窓口として引き続きご利

用いただけます。

小学生の部　　　

村長賞 ６年　圓山　孝生　

教育委員会委員長賞 ３年　高山　心伍　

教育委員会教育長賞 ５年　平田　千里　

校長会会長賞 ２年　花田　雄太　

金　賞 ４年　藤井廉太郎　

〃 １年　渡辺　彪雅

銀　賞 ６年　天満　大稀　

〃 ３年　伊藤　修汰　

銅　賞 ５年　伊藤　妃菜

〃 １年　菊地　朱音

中学生の部

村長賞 ３年　高山京志郎

教育委員会委員長賞 ２年　柏谷　　菫

教育委員会教育長賞 ３年　齋藤　翔午
保険料は忘れずに納めましょう。

○　島牧診療所（内科）

12月31日〜１月５日まで

休診になります。

なお、急患の場合は対応します。

○　島牧歯科診療所

12月29日〜１月４日まで

休診になります。

年末年始の休診期間

平成21年１月１日から12月31

日までの間に、給料や報酬などを

支払いした者は、法定調書を税務

署へ平成22年２月１日までに提

出してください。

また、給与支払報告書は総括表

を添えて受給者の所在地の市町村

に提出してください。

（住民課税務係）

法定調書の提出は２月1日までに

村内の方からふるさと納税とし

て10万円の寄附がありました。

寄付金の使途は「教育・文化の

推進に関する事業」及び「交通安

全推進事業」を希望されています

ので、趣旨に沿って活用させてい

ただきます。誠にありがとうござ

います。

なお、本人の希望により匿名と

させていただきます。

寄附金に感謝申し上げます

寄
附
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

1月 ６日㈬・13日㈬・20日㈬

1月27日㈬・2月3日㈬・10日㈬

2月17日㈬・24日㈬

初回の相談は無料・事前予約制

予約受付時間10時〜16時

電話／0135‐62‐8373

場所／岩内町高台84-3

（佐藤精肉店となり）

弁護士相談

110番は、事件や事故を警察に

早く知らせる緊急通報手段です。

110番をかけた時は、順を追っ

て状況を聞きますので、落ち着い

て話してください。

急を要しない相談は「♯9110」

へかけてください。

（寿都警察署）

１月10日は110番の日

北海道内で事業を営む使用者および

事業場で働く労働者（臨時、パート、

アルバイトなどを含む）に適用され

る最低賃金は１時間当678円です。

（北海道労働局）

北海道最低賃金

年金の窓口

「日本年金機構」が１月１日にスタート！　　　

平成21年度
小中学校美術展入賞者

（敬称略）

廃止 

厚生労働省 

日本年金機構 社
会
保
険
庁 

公的年金の運営業務 

公的年金の財政責任、運営責任 

蟻
波
　
義
弘
　
様

有
害
鳥
獣
を
解
体
す
る
処
理
施
設
資
金
と
し

て
１
０
０
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
額
の
寄
附
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

趣
旨
に
そ
っ
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



10月16日〜12月15日

今、はまってい
る事はシンケンジ
ャーで毎日まねを
してお兄ちゃんと遊

んでいます。だんだん
激しくなり、兄弟ゲンカ

になってしまいます。
弟も加わるとすごくにぎやかに

なり、弟の面倒もよくみてくれるので助かります。このまま
育ってくれればと思っています。

（美香）

10
月

11
月

12
月

わが家の

お殿様

人人
（住民係受付分・敬称略）

■たんじょう

21.8. 5 村上　蓮佑
れんゆう

……元町

（村上大玄・春香のお子さん）

■おくやみ

21.10.27 木村　八郎（97歳）……千走

21.11.10 田中トミエ（87歳）……栄浜

21.11.28 山端　久雄（96歳）……豊浜

■人　口

1,918人（前月比　０人）

男： 911人（前月比＋２人）

女：1,007人（前月比△２人）

■世帯数

942戸（前月比＋１戸）

のうごき

自然環境へのやさしさを考え、
大豆インキを使用しています。
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運

転

免

許
高齢者講習

（70歳以上・事前予約制）

更新時講習
寿都町文化センター

交通安全はみんなの願い

一般・違反講習
１月19日㈫　２月16日㈫
一　般　者 13:00〜14:00
違　反　者 14:15〜16:15

優良・初回講習
１月22日㈮　２月19日㈮
優　良　者 13:00〜13:30
初回更新者 14:00〜16:00

死亡交通事故
平成21年

11月30日現在0の日 日達成1934

岩内自動車学校　0135‐62‐1328
八雲自動車学校　0137‐63‐2111

１月28日㈭
２月25日㈭
３月25日㈭
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々
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草
心

子こ

の
許
　
も
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で
冬ふ
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越こ

す
人ひ
と

や
健す
こ

や
か
に

白
石
　
眞
子

台
風

た
い
ふ
う

の
進し

ん

路
気

ろ

き

に
し
て
旅
支
度

た
び
じ
た
く

渡
辺
　
チ
ヱ
　
　

凍い

て
し
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や
木
立
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だ
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れ
く
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星
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ほ
し
あ
か

り

長
谷
川
み
つ
ゑ

孫
送

ま
ご
お
く

る
園
初
雪

え
ん
は
つ
ゆ
き

の
坂さ

か

の
上う

え

白
石
　
一
男

（11月30日現在）

島
牧
荒
磯
吟
社

泊／石井　茂幸・美香さんの

お子さん

（平成17年11月19日生）

石井
いしい

翔
たける

くん

17日 保育所発表会　

18日 小学校学芸会

〃 休日診療

19日 地区会長会議

〃 生活改善推進委員会総会

24日 文化祭（25日まで）
27日 産業建設常任委員会所管事務調査

28日 むらづくり懇談会（11月26日まで)

３日 功労者表彰式

６日 総務社会常任委員会所管事務調査

10日 会計検査

15日 休日診療

19日 村づくり・人づくり講演会

20日 例月出納検査

23日 軽臼神社勤労感謝際

24日 耕作放棄地解消対策協議会

24日 農業委員会総会

30日 村議会臨時会

７日 決算審査特別委員会

10日 議会運営委員会

12日 サクラマスミニフォーラム
14日 例月出納検査




